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駐三1量 翼
原 報(歐文)
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吾 國 に於 け る物 理 化 學 研 究 の 抄 銀(歐 文)潟
紹 介







反 應(56)盟 鍬 の了酢 に於 け る酸 素 水紊 反 應(57)蹴Pl1觸 媒 のcoに 依 る被 握(58)24.
冏腺 に 、hる蒸 氣 拓吸 着 と翼1廁1電位差(5の25.ガ ラスの 表 面 に於 け る氷晶 石 の]1輝につ い て(60)
「
















































































































長 … … … 大 幸 勇 吉.
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日本 物.理化 學 研究.會規 則 摘 要'
〔主として會誌に關する もの)
第 二 條 本 會 ハ物 理 化 學 二開 界を學 衛 的 研 究 ヲ奨 勘 シ其 ノ螢 逹 ヲロ リ將來 膏 國 二於 ケル 獨 嗣的 化學 工業
ノ餮「立 助 成 ヲ以 テ 目的 トス
第 三 條 本會 ハ 前傑 ノFI的遑 域 ノ.廟左 ノ窮 業 ヲ行'7(膠【5略)三・ 會餐iL物理 化 學 の逖 歩 ■.二及eソ ノ獣 文
號 ノ刊 行
第 五 條 會 員 ハ物 理 化rnノ研 究 島從事 スル モ ノ又 バ ソノ鼬 歩 發逹 昌 聡 心 ヲ有 ス ル個 人 又ハ 團鶻1・ス
細 貝噛箪 一 鎌 會 蹉 「物 理 イヒ尋亀の蓮回歩」ハ 左 匪己内容 ヲイゴス 丿レ.,…ノ トス ー.原 季裂シζハ論 詮 止 ・.紹介又
ハ講 義 三 ・抄 錬 四.記 事 其 ノ他
細 期 第二 峰7d#RFシ テ揚 載 ス噺 究 論丈'・鞠 理 化學 欄 スル テ ノ 昌 レテ本 會 商議 員又 ・・大 學 撒







饑 「物 理 化 學 の 進 歩.1ハ・兪 員 二肖己布 シ 「Lツ殉 理 化 學 類 識普 及 ノ1.1的ヲ以 デ之 ヲ獲寳 ス
歐 文號 ハ「曲 理 化 學 め邀 歩 」所 載 ノ原 報 改 ヒ84國轟於 ケ.ル物 理 化學 研 究 ノ.抄鎌 字褐載 き
歐 文 號 ハ本郭 二於 ケ ル物 理 化學.ノ研 究vit34F二紹 介 ス ル ロ的 ヲ以 テ之 ヲ發 賣 ス
供 ン外 國 二於 ケ ル鬢 馴 ノ杓 理イ躡 研 究者 箆 二研究 湿 閣 二寄 賜 スル コ トア ルヘ シ
會費 バ →ーケ年 金参 圓 トスm一 本 會 費 ハ 會 諺r鞠理 化畢 の蓮 歩」刊 行費 二充 ツル モ ノ ト'
蕎費从 含.月。,之。礁 ス'
絡 身 曾 費 ハ金 五拾 圓 トス.DIシ匿 納 ノ倉 費 ヲ包 含 セ ス
新に本會に入會御.希望の方は現職,rt:Fr,,及び會誌逾先 を明記 の上fTl4を添へ直接本會へ御.
rt3込被.ド度候
1物理化學文獸集(新 済外國鑑謬 よn物理 化學に闘する論文題rl及著者名を拔萃しri:月末發行
す〉は購讃料金一ケ年一一fibにて會員にのみ頒布可致候




















































































































































































































































































本 社 大駈 市 束淀 川 區=,鮨 …甫樋 証 丁[1
二 四 ・二7x竃 轟 北 ↓all5番
出 張 所 ÷.京市 京 橋kCiHIar=丁目 一
竃 話 京 橋1JJろ 霹



































































































自然 科學 の逖 展 目ざ ま しく,學 界の活躍 益 々盛 ん/d.らん とす るll胴萄 も
之 に心 を寄 す る人 々は 膚然科學 全般の不断 の情勢 を知 るべ き何等 かの機關
を必要 とするであ ら う.
本誌ば 英のVature,米のScience,佛のPecueg6n6rale,獨のNatur一
.visenschaften等と使命 を同L'うする もの であつて.發刊 以來10年 の哉 月を
閲 し,遮 に全 く我 翻唯一 の一般 自然科學維 誌 として の内容,隨 裁,櫃 威 を
具 ふ るitttJつた・墾 徒諸士は本講1こよつて 初 めて.各自に必要 なる覗野 を得
られ るで あ ら.う.
4月 號 内 容




慰永 昌吉=束 の 理 論
松隈 健彦=.概劉設ど尺交學 との賜係
.朝永擬一・郎=中 朋 子 の・癌.菌
讐腎 讐i-iliNk+=於ける帽 子
7k島ヨ.・Rte:淡fヒAくξ髯・∫ヒ學r二於 け る沈ミ礎 理晝臼ノ.・獲 甦三
;:..i=不二夫 二 酵 素イヒ辱曳の迢葦歩
丘 英 遍;誘 導物 質の 探 究
1.木下r郎;植 拘 ホ ル モ ン
lll高孝次;海 洋 物理 學 最 近 の 諸 悶題
*下 良 願=壌 妍 究 の 流 と波
.州良 守 次 こ 行』動理 諭 とLて の場 の 設
科 畢 雜纂..安藤 廣 太郎;"科 愚"創 」剛 燭魍 年 をmへ て
岡 川 調 松;創 刊 の こ ろ
小 泉.丹1囘 顧
柴 田 鬱 夫;一'1/をrみ て
丿・1躰誠 太 郎 ・"科 學"71刊1嗹 網 二"sりて『
.仁科 芳 堆:囘 顕 と 展 望
イ.i原 純=回 噸 の 一 蝸
村 砦 司 二Io辿 年 の 惑 懐
科 撃 時 奉一 學 會 及 個 人 淌 息
日本 撃 衛振 奐 宙 學 術 部 研 究嚢 報
.發行所 蛎 離 狸 岩 波 書 店
定 價50錢 偲 料L5鐘)聯 九 段(&;)anO]87

















英 獨 佛 和 對 譯
内 容 見 本








セ ン キ ン ゾ ク 賎 金 屬base-met且1,Unedelmetall(n),η 癖 αεcommun伽}
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セ ン コウ ブ ン セ キ 旋 竜S・`・副 侮)灘
(f),o祕 ～ノs¢SolVal(n)悋媒in43
セ ン シバ イ ヨ ウ,.穿 剌Solvatal…o"(f)瀞媒 租
。ンシ.㌍劉 濫 畷 離 伽〕}溶媒・殉
芻;窟 纒:ll潔 の}熔媒・
セ ン シ ・クダ ン 淺 色園soLvent溶 嬢
■
Spalte【1(n)分割 【づセ 竈化 合膨 の1
Spaltung(f)劈歯 〔納 晶ol;開 裂 【剃




sparkingpotential發閃 電 位 .













日 本 化 學 會
發
東京市 日本橋區大摶馬町一丁 目




東 京 市 日 本 橋 颪 通 二 丁 目


















主 毎 工學搏士 響 多 源 逸
一珊tiO錢
月 刊 化 學 評 論 前金(讐1獵
(遘料共)
第7巻 第2聾'
[…]欟 鱒 ・渤 法U〕 塁響 籾1、 爨 ≡
[2憩]亞黻 パルプ蒸解法7必 歩(1)工 學博士 堀 尾 正 雄
,[望δ1]パラフィン炭化水素丁り熱分解に闇ナるRice詮1こ就て…工 撃 士 多 羅 間 公 堆
新 刊 紹 介
第.7卷 第3號
[2δ2]合戒脂肪鮫工叢
團 製齲 化物 魴 法q)S!pi1:














[2昌5]亞硫 験 パル プ蒸 解 浅 ・り遜 歩(1〕





工業化黶教室 喜 多研・究 室
冠踏上九八O番(」勢内十九書⊃
工 堪 士 堀u博
工x{ry士堀 尾 正 雄
評 論Ttt
發 行 所
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◇ 本誌'ご殿ナa批隊 注窓 要求は京都帝國大學曲理化學研究室内,外 山 修宛に願ひまナ・
■
